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10
月
29
日
30
日
の
２
日
間
、
委
員
会

の
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

滋
賀
県
高
島
市
で
は
、
遊
休
民
家

流
通
に
よ
る
定
住
促
進
に
つ
い
て

視
察
し
ま
し
た
。
高
島
市
は
人
口

５
万
１
２
１
７
人
、
面
積
６
９
３

で

琵
琶
湖
の
北
西
部
に
位
置
し
、
小
学
校

14
校
、
中
学
校
６
校
、
高
等
学
校
２

校
、
通
信
制
高
校
１
校
、
擁
護
学
校

１
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢
化
率

３
２
・
１
％
で
、
市
は
人
口
減
少
に
危

機
感
を
持
ち
、
平
成
19
年
３
月
、
総
合

計
画
の
中
の
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
若

者
の
定
住
促
進
を
取
り
上
げ
、
強
力
に

推
進
を
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
20
年
４

月
に
は
若
者
定
住
促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
施
計
画
を
策
定
、
同
年
６
月
に
は
若

者
定
住
促
進
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
に
は
、
住
宅
確
保
支
援
、
就

労
・
起
業
支
援
、
子
育
て
環
境
の
向
上
、

定
住
促
進
施
策
な
ど
４
つ
の
項
目
を
柱

と
し
て
お
り
、
移
住
定
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
と
い
う
担
当
職
員
が
、
住
ま

い
・
仕
事
・
暮
ら
し
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
な
が
ら
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
ま

す
。
平
成
21
年
度
の
定
住
は
13
人
、
翌

年
30
人
、
43
人
、
47
人
、
66
人
、
26
年

度
に
は
81
人
と
い
う
実
績
で
す
。
定
住

の
た
め
の
住
宅
確
保
支
援
制
度
に
は
、

新
築
住
宅
取
得
費
支
援
や
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
が
あ
り
、
起
業
・
就
農
に
対
し
て

は
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
制
度
が
拡
充
さ
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
事
業
に
は
年
間
約

２
５
０
０
万
円
の
費
用
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
全
国
的
に
も
少
子
化
、
人
口

減
少
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

中
、
高
島
市
の
先
進
的
な
取
り
組
み
は

大
変
評
価
す
べ
き
事
例
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
今
後
の
下
呂
市
に
お
け
る
移

住
定
住
促
進
策
に
も
大
い
に
参
考
に
な

り
ま
し
た
。

　

愛
知
県
半
田
市
で
は
、
知
多
広
域
消

防
指
令
セ
ン
タ
ー
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
運
用
を
開

始
、
知
多
半
島
全
域
の
人
口
62
万
人
、

面
積
３
９
１

を
カ
バ
ー
し
、
１
１
９

番
通
報
を
一
括
受
信
す
る
指
令
管
制
業

務
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
当
指
令
セ
ン

タ
ー
が
運
用
さ
れ
る
ま
で
は
、
６
か
所

の
消
防
本
部
（
常
滑
市
・
東
海
市
・
大

府
市
・
知
多
市
・
知
多
中
部
・
知
多
南
部
）

が
別
々
に
機
能
し
て
い
ま
し
た
。
指
令

業
務
を
共
同
運
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

施
設
の
効
果
的
な
運
用
、
大
規
模
災
害

時
に
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
情
報
共
有
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
各
消
防
本
部
の
連
携

強
化
や
迅
速
な
相
互
応
援
出
動
態
勢
の

確
立
、
ま
た
職
員
を
集
中
す
る
こ
と
で

通
報
か
ら
出
動
ま
で
の
迅
速
な
対
応
が

可
能
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
下

呂
市
の
今
後
の
消
防
行
政
に
非
常
に
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
岐
阜
市
シ
ー
シ
ー
エ
ヌ
株

式
会
社
を
視
察
し
ま
し
た
。
昭
和
63

年
４
月
30
日
に
設
立
、
情
報
通
信
業

務
の
中
に
あ
っ
て
主
に
有
線
テ
レ
ビ

ジ
ョ
ン
放
送
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
サ
ー

ビ
ス
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
資
本
金

11
億
８
７
１
０
万
円
、
エ
リ
ア
は
岐
阜

市
・
関
市
・
羽
島
市
・
美
濃
市
・
瑞
穂
市
・

各
務
原
市
・
岐
南
町
・
笠
松
町
・
北
方
町
・

山
県
市
・
下
呂
市
・
郡
上
市
の
12
地
域

で
配
信
し
て
い
ま
す
。
下
呂
市
で
は
平

成
20
年
４
月
に
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
接

続
し
、
現
在
加
入
率
は
６
２
・
３
％
で

す
。
「
ま
め
な
か
な
」な
ど
市
民
に
と
っ

て
身
近
な
情
報
番
組
と
し
て
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　

視
察
を
終
え
、
今
後
の
行
政
へ
の
提

言
に
生
か
し
て
ま
い
り
ま
す
。

高島市（人口減少対策について）

CCN撮影スタジオ

知多広域消防指令センター

総
務
教
育
民
生

常
任
委
員
会
管
外
視
察

委
員
会

   
視
察
報
告
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10
月
22
日
23
日
の
２
日
間
、
委
員
会

の
行
政
視
察
で
長
野
県
を
訪
問
し
ま
し

た
。
視
察
の
目
的
は
６
次
産
業
化
と
、

御
嶽
観
光
と
２
次
交
通
に
つ
い
て
で

す
。

　

６
次
産
業
化
で
は
３
カ
所
を
視
察
し

ま
し
た
。

①
松
川
町
・
有
限
会
社
燦さ

ん

燦さ
ん　

循
環
型

農
業
、
豚
肉
加
工
及
び
販
売

②
松
本
市
・
農
業
生
産
法
人
株
式
会
社

か
ま
く
ら
屋　

ソ
バ
粉
の
自
社
ブ
ラ
ン

ド
商
品
開
発
・
販
売
・
経
営
強
化

③
松
本
市
・
農
事
組
合
法
人
会
田
共
同

養
鶏
組
合　

採
卵
養
鶏
農
業
の
６
次
産

業
化
に
よ
る
経
営
強
化

　

６
次
産
業
化
で
、
共
通
し
て
言
え
る

事
は
出
口
（
販
売
先
）
を
し
っ
か
り
見

つ
け
る
こ
と
が
必
要
で
、
や
は
り
販
売

先
の
多
く
は
、
大
手
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
が
占
め
て
い
ま
す
。

　

３
カ
所
の
事
業
所
が
６
次
産
業
化
を

取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、

燦さ
ん

燦さ
ん

は
、
代
表
者
を
含
む
４
名
が
「
こ

の
ま
ま
家
族
経
営
で
農
業
が
行
え
る
だ

ろ
う
か
？
」か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
。

　

か
ま
く
ら
屋
は
、
自
動
車
販
売
会
社

社
長
が
、
製
麺
会
社
の
社
長
か
ら
「
長

野
は
ソ
バ
が
有
名
だ
が
、
原
材
料
は
外

国
産
が
増
え
て
き
た
」
の
一
言
が
き
っ

か
け
で
し
た
。
長
野
産
ソ
バ
の
復
活
に

向
け
、
平
成
21
年
９
月
に
ス
タ
ー
ト

し
、
現
在
で
は
４
区
域
内
35  

ha
（
耕
作

放
棄
地
再
生
面
積
）
そ
ば
５
９
・
５
ｔ

大
豆
16
ｔ
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
非
農

家
だ
っ
た
が
、
農
業
委
員
が
積
極
的
に

応
援
し
、
農
地
を
貸
借
し
て
い
ま
す
。

会
田
共
同
養
鶏
組
合
は
、
歴
史
が
古
く

昭
和
38
年
よ
り
農
業
者
の
雇
用
環
境
を

整
備
し
、
退
職
金
が
取
れ
る
農
業
経
営

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
は
22
万
羽
を

飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

３
事
業
所
と
も
す
べ
て
、
現
在
は
地

域
の
雇
用
と
耕
作
放
棄
地
解
消
な
ど
、

地
域
に
無
く
て
は
な
ら
な
い
企
業
と
し

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

御
嶽
観
光
と
２
次
交
通
を
目
的
と
し

て
視
察
し
た
木
曽
町
役
場
で
は
、
今
な

お
５
名
の
行
方
不
明
者
が
み
え
る
御
嶽

山
、
そ
の
豊
な
自
然
の
恵
み
を
観
光
に

活
か
し
て
い
る
木
曽
町
に
お
い
て
、
御

嶽
噴
火
以
降
の
観
光
へ
の
影
響
に
つ
い

て
様
々
な
デ
ー
タ
に
よ
り
、
落
ち
込
ん

で
い
る
現
状
の
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。

そ
の
対
策
と
し
て
は
、
様
々
な
場
所
で

の
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
徐
々
に
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

合
併
し
た
木
曽
町
で
は
、
公
共
交
通

が
定
額
（
１
０
０
円
・
２
０
０
円
）
で

運
行
さ
れ
て
い
て
、
御
嶽
ロ
ー
プ
ウ
ェ

イ
へ
も
こ
の
バ
ス
が
利
用
で
き
観
光
客

の
利
用
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ま
た
外
国

人
観
光
客
は
Ｊ
Ｒ
で
来
て
バ
ス
を
利
用

す
る
の
で
、
今
後
は
英
語
対
応
な
ど
も

行
っ
て
い
く
そ
う
で
す
。

　

バ
ス
の
定
額
料
金
で
の
運
行
に
は
多

額
の
予
算
が
必
要
で
、
利
用
者
に
も
ア

ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
と
り
、
今
後
は
利
用

料
金
の
見
直
し
を
行
い
、
更
な
る
充
実

を
図
る
そ
う
で
す
。

　

行
程
の
最
後
に
、
南
木
曽
町
で
26
年

に
発
生
し
た
土
砂
災
害
の
災
害
復
旧
の

現
場
を
視
察
し
ま
し
た
。

会田共同養鶏組合（採卵養鶏農業の６次産業化）

かまくら屋（ソバ粉の自社ブランド化）

木曽町役場（御嶽観光と２次交通）

産 

業 

経 

済

常
任
委
員
会
管
外
視
察




